
千
里
山
会
第
9
回
総
会
の
概
況

(
会
誌
前
号
8
号
の
第
7
回
は
8
回
の
誤
り

目
次
の

8
回
が
正
当
で
す
)

二
O
O五
年
十
一
月
二
六
日
(
土
)
朝
か
ら
快
晴
、
引
き
締

ま
る
よ
う
な
心
地
よ
い
冷
気
の
中
を
、
聖
橋
を
渡
っ
て
会
場
へ

向
か
う
千
里
山
会
員
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
総
会
に
先
立
っ
て
二
0
0
0年
の
追
悼
式
か
ら
五
年

の
聞
に
他
界
さ
れ
た
会
員
の
追
悼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

追

悼

式

司
式
十
四
回
生
柿
崎
異
菩

演
壇
に
は
物
故
者
の
数
と
同
じ
十
四
本
の
白
菊
が
正
面
演
壇

の
花
瓶
に
活
け
ら
れ
、
静
か
に
二
二
回
生
尾
川
原
奈
美
江
氏
の

奏
で
る
ピ
ア
ノ
か
ら
、
グ
ノ

l
の
ア
ベ
・
マ
リ
ア
が
会
場
に
流

れ
、
全
員
が
起
立
黙
祷
す
る
中
を
、
司
式
者
か
ら
物
故
順
に
回

生
と
氏
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
藤
井
正
俊
様
・

6
井
上
敬
三
様

・
日
鈴
木
(
小
田
)
千
代
子

様
・
叩
民
野
幹
男
様

-
U
松
井
良
太
郎
様
・
回
沖
(
宇
都
宮
)

信
子
様
・

9
福
井
喜
三
郎
様
・

9
藤
田
田
様
・
日
白
鳥
摂
子

様
・

1
小
川
(
木
下
)
澄
子
様
・
日
田
中
専

一
様

・
幻
秋
葉
二
郎

様
・
幻
堀
田
謹
吾
様
・
口
藤
原
昭
二
様
。

故
人
を
偲
び
つ
つ
、
曲
の
終
わ
り
を
も
っ
て
追
悼
式
は
し
め

や
か
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

線

ゐ
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司
会

二

七
回
生
萩
原
直
大

開
会

挨
拶

経
過
報
告

特
別
講
演

閉
会

世
話
人
代
表

事
務
局
長

三
O
回
生

大

森

信

奥
田
陽
一

阪
東
政
詮

ホ
ッ
ト
・

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

F
h
u
 

唱

aム

挨

拶

要

旨

世
話
人
代
表
は
、
前
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
パ
リ

島
方
面
の
地
球
環
境
会
議
か
ら
帰
国
し
て
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
海
面
上
昇
を
実
感
し
て
き
た
ば
か
り
、

m
i
初
年
後
、

あ
る
い
は
必

i
m
年
後
、
小
さ
な
島
が
水
没
の
危
険
す
ら

あ
る
話
を
披
涯
さ
れ
ま
し
た
(
大
森
氏
は
沖
ノ
鳥
島
の
珊
瑚

礁
を
増
殖
さ
せ
る
た
め
の
技
術
検
討
会
の
座
長
を
務
め
て
お

り
、
親
珊
瑚
を
採
取
し
て
沖
縄
で
稚
珊
瑚
を
育
て
沖
ノ
鳥
島

へ
戻
す
研
究
者
・
技
術
者
と
し
て
、
日
本
最
南
端
の
排
他
的

経
済
水
域
縮
小
防
止
に
体
を
張
っ
て
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
)。



先
日
千
里
山
に
帰
っ
た
時
、
駅
か
ら
噴
水
の
聞
に
ベ
ン
チ

が
で
き
て
老
人
方
が
座
っ
て
お
ら
れ
、
昔
の
千
里
山
が
平
均

年
齢
の
上
昇
で
陸
の
孤
島
の
よ
う
な
感
じ
が
し
た
そ
う
で
、

会
場
に
驚
き
と
和
や
か
な
笑
い
が
起
こ
り
ま
し
た
。

一
年
ぶ
り
に
元
気
な
顔
が
揃
い
、
懐
か
し
い
想
い
出
や
お

互
い
の
近
況
を
話
し
合
え
る
総
会
が
や
っ
て
き
た
こ
と
の
喜

び
、
会
員
の
方
々
の
繋
が
り
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
行

き
た
い
、
一
年
に
一
度
の
秋
の
午
後
を
心
ゆ
く
ま
で
和
や
か

に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
と
の
呼
び
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
。

元
世
話
人
代
表
飯
島
泰
蔵
氏
が
今
春
瑞
宝
中
綬
章
を
受
け

ら
れ
た
こ
と
へ
の
祝
辞
、
こ
の
あ
と
の
特
別
講
演
を
お
願
い

す
る
三

O
回
生
阪
東
政
詮
氏
へ
の
謝
意
が
あ
り
、
会
員
の
千

里
山
会
運
営
に
対
す
る
協
力
へ
の
御
礼
と
末
永
い
発
展
を
願

っ
て
挨
拶
が
終
わ
り
ま
し
た
。

奥
田
事
務
局
長
か
ら
の
経
過
報
告
、
会
計
報
告
(
共
に
別
紙

参
照
)
、
三
分
一
監
事
の
承
認
報
告
、
つ
づ
い
て

O
六
年
三
月
末

で
任
期
満
了
に
な
る
学
年
幹
事
・
副
幹
事
に
は
こ
れ
か
ら
も
大

い
に
や
る
気
の
あ
る
方
で
お
願
い
し
た
い
、
世
話
人
(
世
話
人

会
・
会
誌
編
集
部
・
専
門
部
・
事
務
局
)
と
監
事
も
同
様
任
期

満
了
と
な
る
の
で
、

O
六
年
夏
に
は
幹
事
会
を
開
催
し
た
い
旨

懇

親

4
2
 

司
会

事
務
局
長

奥
田
陽

開
会

乾
杯

遠
来
者
・
初
参
加
者
紹
介

皆
で
唄
お
ャ
フ

閉
会

辰

巳

昂

事
務
局
長

千
里
山
会
合
唱
隊

二
四
回
生
河
井
康
郎

九
回
生

乾
杯
の
挨
拶
と
音
頭
は
九
回
生
の
辰
巳

昂

氏

、
学
生
時
代

か
ら
文
学
青
年
で
、
ま
た
硬
式
テ

ニ
ス
で
は
昭
和
二
五
年
の
全

日
本
で
、
日
本
男
子
で
唯
二
ア
杯
(
複
)
優
勝
者
の
早
大
の
宮
城

淳
に
苦
杯
を
飲
ま
せ
た
名
選
手
、
旧
大
阪
商
大
卒
後
伊
藤
忠
商

事
に
入
社
、
生
涯
を
商
社
マ
ン
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
お
方
で
す
。

お
人
柄
が
会
場
に
和
や
か
な
雰
囲
気
を
生
み
、
司
会
か
ら
遠
来

者
と
初
参
加
の
方
々
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

遠
来
者
(
所
在
地
な
し
は
吹
田
市
)

阿
部
弘
(
U
)、
山
本
平
八
郎
(
日
)
、
辻
明
久
(
日
)
沼
津、

山
本

勝
弥
(
口
)
、
中
村
(
北
浦
)
陽
子
(
口
)
、
吉
川
宏
子
(
口
)
、
井
出
(
藤

川
)
敏
(
却
)
大
阪
狭
山
、
和
田
忠
博
(
却
)
神
戸
、
芦
田
和
雄
(
幻
)

高
槻
、
口
羽
勉
(
幻
)
、
松
本
進
至
(
幻
)
愛
知
県
愛
西
市
、

の
事
務
局
長
か
ら
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

千
里
山
会
ホ

i
ム
ベ
l
ジ
担
当
の
田
代
為
寛
氏
か
ら
現
況
と

活
用
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
会
誌
編
集
人
の
柿
崎
虞
吾
氏
か

ら
、
八
号
掲
載
予
定
の
千
里
山
幼
稚
園
物
語
士
乙
グ
レ
ー

ス
幼
稚
園
に
、
卒
園
生
の
方
へ
の
協
力
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

特
別
講
演
に
先
立
ち
、
事
務
局
長
か
ら
講
師
の
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

阪
東
政
詮
氏
は
千
二
小
、
吹
田

一
中
、
茨
木
高
校
、
防
衛
大

卒
、
昭
和
四
六
年
航
空
自
衛
隊
任
官
(
三
等
陸
尉
・
旧
少
尉
)
、

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
十
三
箇
所
で
の
航
空
部
隊
勤
務
。
世

界
最
強
の
制
空
戦
闘
機

F
m
(
マ
ク
ダ
ネ
ル
ダ
グ
ラ
ス
製
)

は
じ
め
数
々
の
機
種
の
戦
闘
機
操
縦
者
と
し
て
、
ま
た
運
用

幕
僚
と
し
て
、
三
五
年
間
の
空
の
勤
務
を
終
え
、
平
成
十
三

年
退
職
(
一
等
空
佐
・
旧
大
佐
)
。
現
在
三
菱
鉛
筆
東
京
販
売

株
式
会
社
に
勤
務
。

現
役
時
代
の
、

一
般
人
に
は
体
験
で
き
な
い
三
次
元
空
間
の

世
界
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
(
講
演
要
旨
は
四
頁
)

講
演
終
了
後
、
同
期
の
女
子
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

Fo 
t
z
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休

憩

金
尾
(
尾
崎
)
景
子
(
幻
)
贋
島
、

加
藤
孝
(
泊
)
仙
台
、
松
本
(
野
口
)

藤
枝

(μ)愛
知
県
愛
西
市
、
藤
川
和
生
(
幻
)
、
柏
倉
弘
守
(
却
)

滋
賀
草
津
、
増
田
泰
邦
(
ぬ
)宇
都
宮
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

初
参
加
に
は
阿
部
弘
(
比
)
、
高
田
亘
(
幻
)
、
松
本
進
至

(
幻
)
・
松
本
(
野
口
)
藤
枝
夫
妻

1
夫
人
は
千
二
卒
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
吹
田
一
中
当
時
は
千
里
山
在
住
(
会
員
に
推
薦
)
、
永
井

誠
(
お
)
、
藤
川
和
生
(
幻

)
i井
出
敏
(
却
)
の
ご
舎
弟
、
杉
山
(
石

井
)
秀
子
(
訂
)
、
石
井
庸
三

(
8
1杉
山
秀
子
氏
の
ご
舎
弟
。

遠
来
者
・
初
参
加
者
に
は
全
員
か
ら
歓
迎
の
拍
手
あ
り
、
両

方
を
代
表
し
て
阿
部
弘
氏
に
ご
挨
拶
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

同
氏
は
豊
中
高
・
京
大
文
学
部
美
術
学
科
卒
、
正
倉
院
御
物

研
究
者
と
し
て
保
存
課
長

・
事
務
所
長
を
歴
任
、
会
誌
8
号
に

は
「
正
倉
院
へ
の
ご
案
内
」
の
特
別
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
吹
田
市
主
催
の
文
化
講
座
の
講
師
も
担
当
し
て
お
ら
れ
、

千
里
山
の
近
況
を
交
え
て
の
軽
妙
な
ご
挨
拶
に
、
会
場
は
笑
い

と
と
も
に

一
気
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

特
別
紹
介
は
九
回
生
の
土
屋
(
玉
置
)
み
よ
子
氏
、
九
四
年
の

復
活
第
一
回
の
同
窓
会
以
来
の
久
し
振
り
の
ご
参
加
で
、
会
誌

の
題
字
「
千
里
山
」
を
書
い
て
い
た
だ
い
た
書
の
先
生
。
初
め

て
お
目
に
か
か
っ
た
会
員
も
多
く
、

8
号
に
寄
せ
て
い
た
だ
い

た
北
村
西
望
の
「
た
ゆ
ま
ざ
る
歩
み
お
そ
ろ
し
蛸
牛
」
の
書
と

司

i
守
'
・
&



と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
土
屋
先
生
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
全
員
か

ら
ご
健
康
を
祝
し
て
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
萩
原
直
大
氏
が
尾
川
原
さ
ん
に
ピ
ア
ノ
の
連
弾

を
申
し
入
れ
て
始
ま
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
聞

き
耳
と
注
視
の
中
に
メ
イ
演
奏
は
終
わ
り
、
勇
気
に
拍
手
が
鳴

り
ま
し
た
。

恒
例
の
「
み
な
で
唄
お
う
」
は
リ
ー
ダ
ー
の
城
戸
三
千
代
氏

の
都
合
に
よ
る
欠
席
で
、
古
川
道
子
氏
の
リ
l
ド
で
合
唱
隊
の

先
導
の
も
と
「
お
猿
の
か
ご
や
」
「
み
か
ん
の
花
咲
く
頃
」
「
学

生
時
代
」
「
山
小
屋
の
灯
」
「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
「
青
い
山
脈
」

「
大
き
な
古
時
計
」
な
ど
、
愉
し
い
コ
ー
ラ
ス
が
会
場
に
流
れ

ま
し
た
。

中
締
め
は

M
河
井
康
郎
氏
か
ら
、
会
員
の
健
康
と
来
年

O
六

年
の
十
月
二
九
日
(
日
)
の
再
会
を
呼
び
か
け
て
挨
拶
が
終
わ

り
、
「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
に
つ
づ
い
て
校
歌
斉
唱
を
も

っ
て
お
聞
き
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
運
営
に
は
、
写
真
撮
影
を

m小
田
尚
司
氏
に
、
受
付
、

会
計
、
会
場
案
内
等
、
次
の
各
氏
に
今
回
も
終
始
ご
協
力
を
賜

り
、
千
里
山
会
と
し
て
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

お
竹
内
照
代
、
山
幼
児
玉
絢
子
、
お
奥
田
英
子
、
却
芦
田
英
雄

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
!

講
演
要
旨

ホ
ッ
ト
・

ス
ク
一
フ
ン
マ
フ
ル

三
O
回
生

ま
さ

の
り

阪

東

政

詮

昨
年
の
千
里
山
会
で
日
本
で
は
余
り
目
に
触
れ
る
事
の
無
い

航
空
自
衛
隊
の
空
の
世
界
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
ご
婦
人
方
の
方
が
多
い
よ
う
で
し
た
の
で
空
を
飛
ぶ
世
界

か
ら
話
を
起
こ
し
た
こ
と
で
返
っ
て
纏
ま
り
の
無
い
内
容
に
な

っ
て
し
ま
い
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

戦
後

ω年
の
時
を
経
て
社
会
も
マ
ス
コ
ミ
も
日
本
の
防
衛

問
題
に
正
面
か
ら
向
い
合
う
姿
勢
が
伺
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
防
衛
、
軍
事
と
壬
一
守
え
ば
直
ぐ
憲
法
9
条
、
戦
争
に
話
が

飛
ぶ
短
絡
的
思
考
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
は
あ
る
意
味
で
日

本
も
国
際
社
会
の
中
で
健
全
な
状
態
に
な
っ
て
来
て
い
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

数
年
前
、
日
本
海
で
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
が
北
朝
鮮
の
工

作
船
と
銃
撃
戦
を
繰
り
広
げ
た
の
を
ご
記
憶
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
海
上
自
衛
隊
が
追
跡
し
て
い
た
工
作
船
の
情
報
が
海
上
保

-18-

安
庁
に
届
く
の
に
8
時
間
も
掛
か
り
遅
れ
た
云
々
と
当
時
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
要
は
軍
事
力
そ
の
も
の
で
あ
る
海
上
自
衛
隊
を

も
っ
て
警
察
行
動
を
す
る
か
、
そ
れ
と
も
海
上
保
安
庁
を
も
っ

て
行
動
す
る
の
か
の
決
心
時
聞
が
8
時
間
だ
っ
た
と
言
う
こ
と

で
は
無
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に
「
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」

と
は
「
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
に
す
る
」
と
言
う
意
味
で
戦
闘
機
が
緊
急
発
進
す
る
際
の

慌
た
だ
し
さ
を
良
く
現
し
て
い
る
言
葉
だ
と
、
そ
の
場
を
経
験

し
た
者
と
し
て
、

今
で
も
笑
い
の
よ
う
な
も
の
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
す
。
実
際
の
識
別
不
明
機
に
対
し
て
下
令
さ
れ
る
場
合
は

「ホ

ッ
ト
・
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
と
呼
び
熱
い
緊
張
感
の一

端
も

伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

航
空
自
衛
隊
も
創
設
以
来

ω年
近
く
関
連
す
る
法
令
、

規
定

等
に
依
ら
ず
我
国
の
領
空
(
領
土
及
び
領
海
の
上
空
)

に
接
近

す
る
識
別
不
明
機
に
対
す
る
警
察
行
動

(対
領
空
侵
犯
措
置
)

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

全
国
を
北
、
中
、
西
、
南
西
の

4
個
セ
ク
タ
ー
に
分
け
、
現

在
は
、
セ
ク
タ
ー
毎
に
空
対
空
ミ
サ
イ
ル
2
発
と
機
銃
を
搭
載

し
た
2
機
が
常
時
5
分
待
機
に
就
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
指

令
は
、
北
は
青
森
県
三
沢
、
中
は
培
玉
県
入
問
、
西
は
福
岡
県

春
日
、
南
西
は
沖
縄
県
那
覇
に
あ
る
セ
ン
タ
ー
か
ら
出
さ
れ
ま

す
。
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航
空
自
衛
隊
の
場
合
、
北
朝
鮮
工
作
船
の
時
の
よ
う
に
識
別

不
明
機
と
銃
撃
戦
に
及
ん
だ
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
の

那
覇
、
嘉
手
納
上
空
を
領
空
侵
犯
し
た
旧
ソ
連
の
爆
撃
機
型
偵

察
機
2
機
に
対
し
て
F
1
4
フ
ァ
ン
ト
ム
機
に
よ
り
機
銃
に
よ

る
信
号
射
撃
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
も
、
宮
崎
県
新
田
原
基
地
に
勤
務
し
て
い
た
昭
和
問
年
の

秋
も
深
ま
り
を
見
せ
た
日
月
の
あ
る
日
、
ま
だ
夜
も
明
け
や
ら

ぬ
早
朝
、
自
宅
待
機
で
惰
眠
を
む
さ
ぼ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
非

常
呼
集
で
叩
起
こ
さ
れ
、
飛
行
隊
に
着
く
や
飛
行
服
に
着
替
え

必
要
な
装
具
を
装
着
し
、
準
備
さ
れ
て
い
る
航
空
機
に
向
か
っ

て
小
走
に
走
り
な
が
ら
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
聞
き
、
呼
集
か

ら
初
分
後
に
は
空
中
の
人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
旧
ソ
連
崩
壊
前
で
ま
だ
東
西
が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
ん

だ
構
図
の
中
に
置
か
れ
、
ソ
連
が
ベ
ト
ナ
ム
の
カ
ム
ラ
ン
湾
に

爆
撃
機
を
常
駐
さ
せ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

そ
れ
は
数
ヶ
月

に

一
度
の
爆
撃
機
を
入
替
え
る
た
め
6
機
の
中
型
爆
撃
機
が
大

挙
し
て
日
本
海
を
南
下
し
対
馬
海
峡
を
通
峡
し
て
行
く
こ
と
に

対
す
る
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
で
し
た
。

私
の
離
陸
す
る
前
既
に
福
岡
県
築
城
基
地
か
ら
F
1
4
フ
ァ

ン
ト
ム

2
個
編
隊

(
4
機
)
と
新
田
原
基
地
か
ら

F
!日
イ
1

グ
ル
2
個
編
隊

(
4
機
)
が
発
進
し
て
い
ま
し
た
。

中
型
爆
撃
機
は
全
て
同
型
機

(
T
U
l
m
)
で
内
3
機
は
空

私
の
勝
手
な
判
断
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
当
時
、
ソ
連
の
空

中
給
油
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
国
際
民
間
航
空
条
約
に
示
さ
れ
た

機
体
信
号
等
を
十
分
教
育
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
ら
案
の
定
何
の
反
応
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
地
上
の

セ
ン
タ
ー
の
許
可
を
得
て
出
来
る
だ
け
対
象
機
の
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
に
後
上
方
か
ら
接
近
し
、

そ
の
計
器
指
示
が
判
読
出
来
る
位

ま
で
近
付
い
て
手
信
号
で
領
空
か
ら
離
れ
る
よ
う
指
示
し
ま
し

た
。二

人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
右
後
上
方
を
見
上
げ
な
が
ら
両
手
を

上
げ
て
「
自
分
達
の
飛
ん
で
い
る
位
置
が
判
ら
な
い
。
」
と
言
う

よ
う
な
素
振
を
見
せ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
記
憶
が
鮮
明
に
残

っ
て
い
ま
す
。

暫
く
し
て
そ
の
航
空
機
は
や
っ
と
緩
や
か
に
左
旋
回
を
し
て

針
路
を
変
え
日
本
の
領
空
か
ら
離
れ
て
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
別
の

F
l日
編
隊
長
の
福
岡
県
沖
ノ
島
上
空
を
領
空

侵
犯
し
て
い
る
ソ
連
機
に
沖
縄
の
事
例
と
同
じ
様
に
「
機
銃
に

よ
る
信
号
射
撃
に
よ
る
警
告
の
許
可
を
願
い
た
い
。
」
と
言
う
旨

の
緊
迫
し
た
声
が
無
線
を
通
し
て
入
っ
て
き
た
の
も
あ
る
意
味

衝
撃
的
だ
っ
た
の
も
憶
え
て
い
ま
す
。

東
西
冷
戦
は
却
世
紀
後
半
の
過
去
の
出
来
事
で
す
が
、
我
国

を
取
り
巻
く
環
境
は
反
っ
て
そ
の
難
し
さ
を
見
せ
始
め
て
ド
ま

す
。
今
も
か
つ
て
の
私
同
様
に
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
現
場
に
居
る

中
給
油
機
に
改
造
し
た
も
の
で
し
た
。

爆
撃
機
の
航
続
性
能
か
ら
シ
ベ
リ
ヤ
の
奥
地
か
ら
ベ
ト
ナ
ム

ま
で
の
飛
行
は
困
難
な
こ
と
か
ら
空
中
給
油
型
機
を
随
伴
し
対

馬
海
峡
通
峡
後
に
空
中
給
油
し
て
カ
ム
ラ
ン
湾
へ
の
飛
行
を
企

て
て
い
ま
し
た
。

私
の
編
隊
が
日
ソ
合
同
の
大
編
隊
に
空
中
集
合
し
た
時
に
は

通
峡
も
完
了
し
、
彼
等
が
空
中
給
油
を
実
施
中
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
暫
く
し
て
合
計
問
機
の
日
ソ
合
同
の
大
編
隊
は

九
州
南
岸
に
停
滞
す
る
前
線
性
の
雲
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
り

誰
も
自
分
の
周
り
を
視
認
で
き
な
い
状
態
に
陥
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

彼
等
は
雲
中
で
の
空
中
給
油
を
断
念
し
チ
リ
ジ
リ
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
て
北
に
反
転
し
て
一
路
沿
海
州
方
面
に
帰
り
始
め
ま
し

た
。
非
常
に
近
い
距
離
を
飛
ん
で
い
た
路
機
の
航
空
機
が
雲
中

で
空
中
接
触
や
衝
突
す
る
こ
と
も
無
か
っ
た
の
は
不
思
議
?
幸

運
?
と
言
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

幸
い
、
九
州
地
方
北
部
は
快
晴
に
近
い
天
候
で
し
た
の
で
雲

の
域
を
脱
す
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
上
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
夫
々
の
航
空
機
の
識
別
も
困
難
に
な

り
空
地
共
に
蜂
の
巣
を
突
付
い
た
よ
う
な
状
態
が
生
起
し
、
結

局
私
の
編
隊
は
長
崎
県
福
江
島
に
接
近
し
領
空
侵
犯
し
そ
う
な

1
機
の
空
中
給
油
機
を
追
っ
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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者
に
と
っ
て
は
国
際
法
規
や
関
連
の
規
則
、
規
定
に
則
っ
て

粛
々
と
、
淡
々
と
対
処
す
る
の
み
で
す
が
、
パ
ッ
ク
に
其
れ
な

り
の
国
民
や
政
治
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
必
年
4
月
に
静
岡
県
静
浜
基
地
で
の
操
縦
訓
練

開
始
か
ら
平
成
日
年
9
月
に
埼
玉
県
入
間
基
地
で
の
最
終
フ

ラ
イ
ト
ま
で
加
数
年
間
無
事
に
操
縦
梓
を
握
れ
る
と
言
う
幸

運
に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
間
私
の
身
近
で
は
悶
名
の
戦
闘
機
操
縦
者
と

2
名
の
救
難
機
操
縦
者
及
び
3
名
の
救
難
空
中
勤
務
員
、
計

M

名
の
方
々
を
お
見
送
り
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

航
空
事
故
の
原
因
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

常
に
人
的
ミ
ス
を
内
在
し
て
い
る
の
も
歴
然
と
し
た
事
実
で
す
。

特
に
、
こ
こ
に
紹
介
致
し
ま
し
た
世
界
に
は
オ
ー
ト
バ
イ
ロ
ッ

ト
の
世
界
は
殆
ど
存
在
せ
ず
全
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
操
縦
の
世
界
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

職
に
殉
じ
ら
れ
た
方
々
に
衷
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

取
り
止
め
の
無
い
お
話
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
最
後
ま
で

お
読
み
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

噌
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千里山会 2005年総会・懇親会 出席者名簿

2005.11.26 お茶の水ガーデンパレス 平安の問

(回生別 ・五十音順・・印初参加)

後列 9飯島 10徳田 9辰巳

前列 9玉置 10伊達 11岡村 11伏見 8伊藤

8回生 宍戸(伊藤n育子

9回生 飯島泰歳、辰巳昂、土屋(玉置)みよ子

1 0回生 徳団連夫、五十嵐(伊達)葉子

1 1回生 河合(岡村)貞子、伏見千瑞子

1 2回生 石川忠志

1 3回生 清水達夫、弘末新一

14回全 *阿部 弘、柿崎長吾、三分ー克美、岡本(山崎)郁子

1 5回生 赤羽隆夫、商僑景一、山本平八郎、寺井千重子(1司 昭子)、藤井(海原)文

1 6回生 清水健至

1 7回生 高橋一三、友野信善、宮中博、森茂、 山本勝弥、梅本(渡辺)ひろみ、

中)11(宮村)恭子、中村(北浦)陽子、 山本(吉田)恵子、古川|宏子

1 8回生 片山章、山崎不二雄、小木曽(名田)文子、栗木(池田)明子、 寺津(劉)美代子

20回生 久保利也、長谷川宏有、和田忠博、井出(藤)11) 敏、小山(西岡)妙佳子、

中内(柏倉)国子、米崎(三輪)ふゆ子

2 1回生 芦田和雄、大森信、口羽勉、*高田豆、平田坦、松本進至、大久保千尋

2 2回生 尾)11原奈美江、垣見(小林)久子

23回生 金尾(尾崎)景子、黒)11 (大藤)幸子、佐努賀(片山)弘子、牧野(奥山)恵子

24回生 市原四郎、奥田陽一、加藤孝、 河井康郎、河合(五十嵐)和子、

傘松本(野口)藤枝

2 5回生 *永井誠、牧村(山崎)佳那子、吉田(牧野)麻子

26回生 細見彰、大貫(石原)康子、奥田(渡部)英子、 川原(河井)一恵、

児玉(服部)絢子、下野(中瀬)簡子、関(村岡)貴美子、竹内(渡辺)照代

2 7回生 五十嵐孝夫、熊谷克彦、高見信雄、萩原直大、*藤川和生、戸島(大石)松子、

本)11 (松)11)淑子、宮林(村田)芳子

29回生 芦田英雄、小田'陶司

30回生 柏倉宏守、阪東政詮、池田(桐山)恭子、森島(服部)美紗子、保田(池原)洋美

3 1回生 後藤健次郎、水杉山(石井)秀子、高松(五十嵐)知子、三木(三浦)愛子

32回生 一井邦敏、悶代為覚、深川|秀之、清水(坂田)まや子、古)II(藤本)道子

33回生 古村(松)11)陽子

35回生 *石井庸三

3 9回生 増田泰fs

以上 100名

後列 14柿崎 13清水 14阿部 14三分一 16清水

前列 13弘末 12石川 14山崎
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u
 

q
h
 

円
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後列 20久保 20和田 20長谷川

前夢IJ: 20藤川 20三輪 20西岡 20柏倉

後列 15赤羽 15山本 16片山 18山崎 15高橋

前列 18名田 18劉 18池田 15岡 15海原

?う i、

後列 21芦田 21平田 21松本 21大森 21口羽 21高岡

前列 21大久保 22尾川原 22小林

後列 17高橋 17友野 17山本 17森 17宮中

前列 17宮村 17吉田 17渡辺 17吉川 17北浦

F
h
u
 

q
b
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後列 26渡辺 26服部 26村岡 26細見 29芦田 29小田

前列 26中瀬 26渡部 26石原 26河井
24野口 24加藤 24河井 24市原 24奥田

23尾崎 23片山 23奥山 23大藤 24五十嵐

後列 30柏倉 30阪東 31後藤 31石井

前列 30桐山 30池原 30服部 31三浦 31五十嵐

勺主、ト

後多IJ: 25永井 27萩原 27高見 27熊谷 27藤川I 27五十嵐

前列 25牧野 27松川 25山崎 27大石 27村田
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2005・2006年度主な経過報告

05.07.06 0 4年度会計監査場所 :学士会館

14柿崎虞吾 14三分ー克美 26竹内照代 24奥田陽一

05.07.25 会誌 8号発送

14柿崎民吾 14三分一克美 17高橋一三

05.08.27 r千里山会HP J更新

05.09.03 会誌 8号を「千里山会HP Jで公開

05. 10. 17 総会 ・懇親会案内状発送

05.10.20 合唱隊練習 場所 :国際ユースホステノレ

05.10.31 合唱隊用歌集印刷・ 発送

05.11. 10 合唱隊練習 場所:国際ユースホステノレ

05.11. 16 グレース幼稚園特集準備打合せ場所:学士会館 二色

14柿崎異吾 16平井満夫 小津静子 17友野信善

17山本恵子 24奥田陽一

05.11. 16 総会準備 ホテノレと打合せ 24奥田陽一

05. 11. 26 2 0 0 5年 度 総会 ・懇親会 (詳細会誌 9号)

06.02.18 グレース幼稚園卒園生の集い

場所:新橋アルテ リーベ 参加者 -保良園長以下 21名

06.02.24 会誌 9号掲載座談会 場所学士会館 二色

12石川忠志 15赤羽隆夫 15高橋景一 司会ー 14柿崎長吾

一29-
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後列 ・ 39増田 32深川 32団代 32一井 35右井

前列 33松川 32坂 田 32藤本

2006年度総会・懇親会予告

昨年と同じ東京ガーデンパレスで開催いたします。

会員の皆様にはお誘い合せのうえ、奮ってご出席下さい。

日時 :2006年 10月29日(日)
1 2時開会予定

会場:東京ガーデンパレス
JRお茶ノ水、地下鉄千代田線・新御茶ノ水、丸の内線・お茶ノ水駅下車、

聖橋万面より徒歩5分

ホテルに宿泊を希望される方は早めにお申し出くだ

さい。満室でご希望に副えない場合はご容赦願います。
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【2004年度 千里山会収支表】
04年4 月 1 日 ~ 0 5 年 3 月 3 1日

【2005年度千里山会収支表(仮) 】
05 年 4 月 1 日 ~O 6年 3月 31日

2005年3月31日

収入 金額 支出 金額

前年度繰越 707， 381 

年会費 303名 606， 000 通信費 60， 252 

振込手数料

内訳 03年 9名 18，000 文具・コピー費 41，830 

04年 285名 570，000 打合経費 25，230 
05年以降 9名 18，000 慶弔費 10，000 

会誌 7号作成費 8，610 

振込手数料(会費振込分 一18，370 会誌8号作成費

その他 450 会員名簿作成費 64， 564 

利息 10 

小計 588，090 小計 210，486 

懇親会費 108名 864，000 会食費 922，655 。8，000 写真費

合唱隊諸経費 16，860 

記念品費

小言十 939， 515 

寄付金 1 5名 103， 522 

繰越 1， 112，992 

合計 2，262，993 合計 2，262，993 

2006年3月31日

収入 金額 支出 金額

前年度繰越 1，112，992 
年会費 264名 528， 000 通信費 185，480 

振込手数料 630 
内訳 04年 1 2名 24，000 文具・コピー費 26，832 

05年 251名 502，000 打合経費 52， 528 
06年以降 1名 2，000 慶弔費

会誌8号作成費 286， 733 
振込手数料(会費振込分 一15，740 会員名簿作成費
その他 559 
利息、 10 
小計 512，829 小言十 552， 203 
懇親会費 101名 808，000 会食費 864，317 。8，000 写真費

合唱隊諸経費 23， 700 
記念品費

小計 888，017 
寄付金 8名 55，880 

繰越 1，049，481 
合計 2，489，701 合計 2，489，701 

克美

本日、千里山会の会計監査をした結果、処理は適正且つ正確で

あるものと認めます。

分一一一監事6日7月2005年
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000円

812円

6 1 7， 

6 33， 

基金総額

寄付累計

参考

(1996年募集)

(1996/ 4~2005/3 延81名、含切手寄付)
000円

932円

基金総額:6 1 7， 

寄付累計 577，

参考

事務局注記

本来 04年度に計上すべき会誌 8号作成費283，993円、同発送費110，180円

計394，173円は 05年度に計上しました。従いこれを 04年度に計上した場合

の繰越額は718，819円となります。
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